
＜活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育者との関り＞

園名

日時

１．活動テーマ

＜テーマ＞

＜テーマ設定理由＞

５.振り返り

＜振り返りによって得た先生の気づき＞4.探究活動の実践

＜活動内容＞

とうきょう　すくわくプログラム活動報告書

絵の具自体は、目にしたり、製作などで触れる機会があったが、日頃生活の中での経験から
はイメージが湧かなかったか、遊び始めるまでには、子ども達になりに「どうしようかな」
と戸惑う姿も見られた。保育士と一緒に触れてみる、少し先だって描いてみせるとそこから
は突破口になり、子ども達は好きなように指、手の平を使い楽しむことができた。テーブル
に手を滑らせたり、とんとんとテーブルをたたいて感触を楽しんでいた。色を少しずつ指で
混ぜて中には「むらさき」「オレンジ」「みどり」と伝える姿もみられた。色は知っている
けれど、混ざると新しい色が現れることは子ども達にとっては魔法がかかったような不思議
な表情を見せていた。

・保育室にシートを敷き少人数ずつに分かれてフィンガーペイントを楽し
んだ。保育士が準備をしていると「先生、赤」「それは青」など言葉で伝
えたり、遊び用の衣服に着替える際にも「絵の具やるー！」と目を輝かせ
て楽しみにしていた。いざ、始まるとすぐには触れずに周りの様子を見て
いる子どもや指先で少量つけると、指先をじっと見つめ不思議そうにして
いる姿が見られた。それでも絵の具は日頃、製作などで使用する機会も
あったため、慣れてくると指先から両手にたっぷりと絵の具をつけて手を
滑らせて楽しんでいた。

（子ども）
・始めのうちは、指先のみで感触を楽しんで
いたが、時間が経つにつれて、手の平を使い
テーブルを滑らせて感触を楽しんでいた。
（保育士）
・テーブルいっぱいに長い線を描いて見せ
た。
（子ども）
・「わあー！」と声を出して笑い、手の平を
消しゴムのようにして消すことを楽しんでい
た。楽しかったようで「もう一回」と伝えて
いた。
（保育士）
・色の異なる絵の具で手形をとって見せた。
（子ども）
・笑顔を見せながらも慌てるように手の平を
消しゴムのようにして手形を消していた。

２歳児感触遊び:フィンガーペイント

　日頃から楽しんでいるお絵描きや製作を通してクレヨン、絵の具に触れる機会を持つ。ま
た、絵本「いろいろばあ」の読み聞かせや歌「どんないろがすき」を歌い、色の名前を覚え
て友達と一緒に口ずさんでいる姿を見て、フィンガーペイントの活動で感触を楽しんだり、
好きなように絵や模様を描く中で、感触以外にも色の混ざりの変化など感じてもらいたいと
今回活動に取り入れた。

２.活動スケジュール

・各グループに分かれ、少人数で行っていく。
・絵の具に触れて感触を楽しむ。

3.活動のために準備した素材や道具、環境の設定
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・指先でトントンと点を描いたり、ぐるぐる
両手で円を描いて楽しんでいた。
（保育士）
・「これはなあに？」
（子ども）
・「飛行機だよ！」と両手でぐるぐる円を描
いて見せた。
（保育士）
・色の異なる絵の具で手形をとってみせた。
（子ども）
・「やってみたい！」と黄色のパレットに手
を広げて置いた。
・後半は、テーブルの枠を超えて保育士の腕
に絵の具を塗ってみる。「先生、あかい！」
と言って笑顔を見せる。

・色は「光の三原色」また、子ども達になじみのある色を選んで「青」「赤」
「黄色」の３色とする。
・白いテーブルを使い、色がわかりやすいようにする。
・カップとバットに絵の具を入れ遊びやすいようにする。
・転倒防止にシート、タオルを用意する。


